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3Dプリンタを活用した普通科での授業実践 
最新技術を身近に感じる「デジタルファブリケーション実習」 

千葉県 日出学園中学・高等学校 武善 紀之 
 

3D プリンタについて盲学校や工業高校での実践例は幾つか報告されているが、普通科ではまだ数が少
ないように思う。今年度高校３年の選択情報内で実施した「デジタルファブリケーション実習」について

報告する。 
 

1. はじめに 
1.1 デジタルファブリケーションとは 
デジファボとはコンピュータと 3Dプリンタや
レーザーカッター等を組み合わせたモノ作りのこ

とである。最近では 3Dプリンタで造れるお菓子、
臓器も登場し始め、人工知能と共に我々の生活を

一変させる可能性を秘めている。又、最近ではネ

ットで 3D データを送れば造形をしてくれる
DMM.make のようなサービスも現れ、完全に身
近な存在となった(1)。 
 
1.2 高校教育におけるデジファボ 
このような時代背景の中、欧米を中心にSTEM
教育の重要性が叫ばれ、日本でも 3Dプリンタを
活用した授業が増えてきている。例えば工業高校

での製品開発や盲学校での教材製作(2)、犢橋高校

でのモデ 1GP(3)等がある。 
 
1.3 日出学園中学・高等学校 
本校は千葉県の普通科高校で、情報は「社会と

情報」が高 1、高 2で必修各 1単位、高 3（本実
践）で選択 2単位開講されている。選択情報は「古
典センター」の裏科目であり、受講者の殆どは受

験で古典を使わないから、といった理由で受講し

ており、生徒 36名、教員は私 1人である。この
制約の中で、3D プリンタを活用できるかを試し
たものが本実践である。 

 
2. 本実践の位置づけ 
「楽しく造って終わり」にならないよう次の２

領域を意識した。 
 

2.1 ディジタル化に関するものづくり教育 
スマホの普及により単純な画像や動画の制作は

あまり新鮮味のないものとなってしまった中で、

最新技術の実習として 3Dを扱った。必修単位内
のディジタル化の単元では動画像の基礎的な知識

に関する座学及び簡易VRゴーグルによる動画鑑

賞、3DCGソフト「メタセコイア」を用いたモデ
リングを１時間体験させている。 

 
2.2 最新の「情報社会の課題」への意識教育 
標題を1学期全体のテーマに据えて本実習の他
にも、人工知能の最新動向(4)、POSシステムを中
心にしたビックデータの活用方法について座学を

行っている。又、各テーマで将来に対する影響を

述べる作文を課している。 
 
3. 機材と費用 

3DプリンタはAmazonで現在 4万円を切って
いる業界最安の「ダヴィンチ Jr. 1.0」購入した。
樹脂を溶かして造形する熱溶解式はコスパが良く、

本実践でも1人当たりのインク代は100円程度で
ある。また、3DCADには Autodesk社のフリー
ソフト「123D Design」を使用した。 
 
4. 具体的な実践内容 
「デジタルファブリケーション実習」として以

下の時間数で指導を行った。 
１．CADソフトの操作習得【1.5コマ】 
２．CADソフトによる制作【2.5コマ】 
３．作品仕上げ、発表資料作成【1コマ】 
４．成果発表会、3Dプリンタの造る未来【1コマ】 
 
4.1 CADソフトの操作習得 

CADの操作は大まかには「単純図形の生成（円
錐・球等）」と「ブーリアン演算（結合・切除・取

出）」、「画面操作（拡縮・回転・移動）」のみであ

る。123D Designがアイコン中心の直感的UIの
為か、CADソフトであっても各 Officeソフトに
比べて生徒の習得が明らかに速かった。本実践の

他に、学校全体で放課後講座として造形実習を開

講したが、中１の生徒でも使うことができた為、

PC 操作に不慣れな高校生でも十分扱えるように
思う。授業では 10分程度の画面呈示の後に、共通
のペン立て(5)を造らせた。 
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4.2 CADソフトによる制作 
今回のテーマは「誰かに○○を説明するとき便利
なモノの作成」とした（「PowerPointはプレゼン
の“道具”」の発想に基づく）。単純図形で構成され
る建築物を例としてあげてみたが、「実際に演奏で

きるマウスピース」など生徒の発想の中には大変

面白いものもいくつかあった。 
又、作成時には 3Dプリンタの特徴を考えて作
成するよう指導した。実際に 3Dプリンタでテス
トモデルを印刷している様子を確認させた後に、

次の図を見せるとよく理解できるようである。 

 
図１ 造れないのはどっち？ 

提出後に試験期間を挟むことで、履修者全員分

の課題を造形した。大きい作品は費用制約上縮小

した。1人当たりの印刷時間は約 2~3時間程度で、
1日に 4人分造れば 10日程度で完成する。 
 
4.3 作品仕上げ、発表資料作成 
出力した作品に付着しているサポート材やバリ

を手作業で取り外す。自分の作品と対面するこの

瞬間には多くの生徒が歓声をあげる。サポート材

は簡単なものであれば手でも取り外すことも出来、

細かい部分は棒やすりでやすりがけを行せた。 
 
4.4 成果発表会、3Dプリンタの造る未来 

PC画面上にモデリングデータを、机上に「制作
レポート」と「造形物」を置き全員の名前と作品

タイトルが入った用紙を配布し、相互評価を行っ

た。観点としては「造形物」「再現性」「実用性」

の 3観点を 5点ずつの評価とした。評価後は、3D
プリンタの最新動向を紹介し、レポートを課した。 

 
5. 実習を終えて 
5.1 生徒の感想（レポート・作文より） 
・最初は面倒だったけど、実際に形になるし、思

った通りにソフトが動くのでとても楽しい。 
・簡単すぎて、怖くなった。 
・高校生の自分たちでこれだけ作れるので、製造

業が成立しなくなりそう。 
・3Dプリンタはおそらく普及する。しかし、むし
ろ木材製品の価値は倍増するように思う。 
・3Dプリンタで造形した「人体」に、AIの「魂」
を埋め込むと、それはもう人間そのものではな

いか？ 

 
図２ 完成した生徒作品の一部 

 
5.2 実習を振り返って 
 3D でのモノ作りを事前に経験したことがある
生徒はおらず、どの生徒も意欲的に作品作りに参

加していた。作成する中で厚みの概念やベジエ曲

線の使い方も学ぶことができ、良いディジタル表

現の演習となったようである。又、事後レポート

からは意識教育にも大きな効果があったことが感

じ取れる。5.1 後半に掲載したような感想は実際
に自分で取り組んでこそ得られるものだろう。社

会の中の情報システムについて具体例と共に指導

しても、結局はユーザー止まりであることが多く、

開発側の視点に立つ機会はなかなか与えることが

できない。生徒達の様子や感想を通して、“まずは
自分で体験する”ことの大切さを改めて実感した。 

 
6. 挑戦し続ける現場に 
本実習で作成した学園校舎やキャラは各説明会

に必ず持って行くようにしている。その他にも必

修で作成した映像作品や統計グラフポスター等は

学校内外共に好評で、情報科の地位と理解も最近

では向上してきたように思う。本学園では来年度

から最大 6単位情報を履修できるようになり、ま
た併設小学校では情報の授業が専科教員のもと行

われている。一筋縄ではいかない情報教育現場に

おいて、今後とも“挑戦し続ける”ことを目指して
いきたい。 
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